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を導出した。正中神経では健常者 20例を対象に手関節で刺激した。0.05 ms、0.2 ms、1.0 msの 3
種類の刺激持続時間から異なる2つを組にして1試行とした。それぞれの持続時間による最大上刺激、
もしくは最大刺激を後述のパターンでそれぞれ順に与え、どちらが痛いかを申告してもらった。脛骨
神経刺激では、Paradigm A）最大上刺激の単発刺激、B）最大刺激の 1 Hz 5発連続刺激、の 2パター




全被検者の痛みスコアを平均すると、脛骨神経では Paradigms A、Bのいずれの方法でも 0.2 ms
における痛みが有意に最小であった。また、0.05 msの持続時間では、最大上刺激に要する刺激強度
は非常に大きく、健常者でも 80 mAに近くなることがあった。正中神経では、0.05msと 0.2msはい





想された。運動神経の伝導検査を行う際には、我が国で広く用いられている 0.2 ms の刺激持続時間
が最も適切であると考えられた。 
 















0.05 msec、0.2 msec、1.0 msec の刺激に対する、痛みの平均ｽｺｱは、脛骨神経では 0.05 msec や
1.0 msec刺激よりも、0.2 msecにおける疼痛ｽｺｱｰが有意に小さかった(p<0.05)。0.1 msecと 0.2msec
の 2つの刺激の比較でも、0.2 msecの方が有意に痛みは少なく(p<0.005)、同じ生体効果を現す刺激
強度では、刺激の持続時間が短いほど痛みが軽いとの考えは覆された。一方、正中神経刺激では、
0.05msec と 0.2msec 刺激群間には有意差はなかったものの、これらの群は、いずれも 1.0msec より
も有意に痛みが少なかった(p<0.005)。 
今回の結果からは、脛骨神経を欧米のように 0.05 msecという短い刺激時間とした場合、脱髄など
の病的な神経であれば、刺激閾値が高くなり、十分な刺激を得るためには刺激設定の上限である
100mAを超える刺激が必要となり、痛みや不快感が強くなることが予想される。わが国の標準的な刺
激持続時間である 0.2msecの刺激は、このような神経疾患患者の検査に伴う痛みや不快感を最小限に
する刺激持続時間である。 
以上より、運動神経の伝導検査を行う際には、我が国で広く用いられている 0.2 msecの刺激持続
時間が最も適切であることが科学的に裏付けされ、今後の神経伝導速度検査学の発展に役立つと考え
られる。よって本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定した。 
